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神戸市六甲アイランド地下より産出した更新世貝類化石
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Abstract

A  total of eleven molluscan  species, including of 2 gastropods, 1  scaphopod  and  8 bivalves,

are obtained  from  the Upper  Pleistocene deposits(Mal2)  bored  at Rokko  Island, Kobe  City,

Hyogo  Prefecture. Of  these, only  Turritella (Kurosioia) kurosio Ida is an extinct species known

from  the Middle  to Upper  Pleistocene  deposits in Southwest  Japan. They  are named  the

Turritella (Kurosioia) kurosio Assemblage  on  the basis of the dominant  species. The  mode  of

occurrences and  co-occurring  relationship of the living species suggest that this assemblage  is

the para-autochthonous.

Taking  into accounts of the ecological data of living species, the depositional environment  of

the Upper  Pleistocene deposits bored at Rokko  Island is estimated to be a warm,  sublittoraK 5-20m

in depth), embaymental  environment.

Key  words: molluscan  fossils, Late  Pleistocene, boring  core, Rokko  Island, Mal2,  Turritella

(Kurosioia) kurosio Assemblage, depositional environment

は じ め に

大阪平野から播磨平野にかけての地域には大阪層群に

よって代表される鮮新・更新絖が広く分布している. こ

れらは海成層と非海成層の互層よりなり, その堆積には

後期鮮新世以後の構造運動(六甲変動:Ikebe and

Huzita, 1966)と氷河性海水準変動が密接に関係してい

ると考えられている. 本地域の鮮新・更新統には下位よ

りMa- 1 から12までの海成粘土層が識別されており(市

原ほか, 1984), これらからはしばしば筵類化石の産出

が報告されてきた(鹿間, 1936; 上治, 1936a,  b,

1937a, b; 福田・安藤, 1951; 安藤, 1953,  1965;

市原ほか, 1955; 金子・梶山, 1962; 金子, 1966;

深草団体研究会, 1962; 西山団体研究グループ, 1967;

Huzita and Maeda, 1971 など). しかしながら, 産出

した貝類について図示・記載された例はそれほど多くな

い現状にある.

今回, 1984年に神戸市六甲アイランドにおいて掘削さ

れ, 現在兵庫県立人と自然の博物館(MNHAH) に収蔵

されているボーリングコアから比較的多くの海棲貝類化

石を得ることが出来た. ここでは, このボーリングコア

より産出した几類化石についで報告するとともに, 貝類

化石群集に基づき産出層凖の堆積環境についても考察を

行う.

産出層準および産状

今回用いたボーリングコアについて, 竹村(1985)に基
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Fig. 1 Location  of the boring site at Rokko  Island, Kobe

City, (after Nishigaki, 1985).

づ き 概略 する. 掘 削地点 についてはFig ∠囗こ示 した. こ

の ボー リン グコアについ ては岩相・花粉化石 ・珪藻化石・

放射年 代 ・磁気層序 につ いて 詳細な 分析が 行わ れた[ 竹

村, 1985 ; 前 田, 1985 ; 佐 藤, 1985 ; 松 本, 1985 ; 村 目]・

井 口, 1985). そ の 結 果をFig.  2 に 示 す. 掘 削 深度85m

の う ち, 深 度23m ま で が六甲ア イう ソドの埋 立土で, そ

の下23~32.9m ま で が, 貝 殻片を含む塊 状青灰 色粘ノノ.|ユで

沖積 粘土Mal3 に 対 比 される. 深 度32.9m~33.1m は 貝

殻片を含む淘汰の良い灰色中粒砂である. 深 度33.1~75.9

m は シル トや 亜炭層を伴 う砂礫層で, 最 終 氷期の堆 積物

とさ れる. 深 度38.5m 付 近 に 姶良一Tn 火 山 灰(AT) に 対

比される厚 さ約20cm の 褐 色ガ ラス質 火山灰が挟 まれる.

深 度75.9m 以 深 は塊状青灰 色精工であ るが, そ の下 限ま

で は達 してい ない. こ の 粘上層は中位段 丘堆積層に 相当

するMal2 に対 比 された( 竹 村, 1985 ; 前 田, 1985 ; 佐 藤,

1985).  Mal2 は 大 阪 湾周辺の海 底・地下に 広く分布す る

こと が知 ら れてお り[ 古 谷, 1978 ; 藤 日]・ 前 田, 1984,

1985) レ ま た
い
兵庫県 明石市の 西八 木層, 同 伊丹 市の伊

丹層, 大 阪府 の 上 町層 な ど に 対比 さ れて い る( よ 谷,

1978).

貝 類 化 石が 産出 しだの はMal2 に 対 比さ れた塊状 青灰

色粘土 の, 深 度77~82m の 区 間で ある(Fig.2). 貝 類 化

石 は 青 灰 色粘 土 中 に通 常 散 在 して い る が, T  write  11α

(Kurosioia)  ku りs 泌 のみ は基 質 支持 の状 態で 比較 的密

集 している部分 がある. 本 種 の特定 方向 への配列は認 め

ら れない. 二 枚 貝類は大 部分が離弁ない し破片であった

が, Arcop  sis inti?ゆ/かα/α ヨ コヤマ ミミェガイ, ル阯 初心

(訂αo 田α) tokyoensis ゴ イ サ ギ ガ イお よびPaphia

(Neotapes) 凹 面/品7 イヨスダレガ イには合弁の個体

が認められた. また, いずれの貝類にも殼表の磨滅は認

められなかった.

貝類 化 石群集 お よび 古 環境

コアから貝類イピ石を取り出しか結果, 腹足類2 種, 狃

足類1種, 二枚貝類8 種(Table 1 , Plate 1). これら

の貝類のうち,T 心アitella (尺'『 り厰面』加回s袙 モトジ

マキリガイダマシは, 静岡県嶺訶(Ida,  1952), 三重県

先志摩訶(Ida,  1952; Itoigawa and Ogawa, 1973),

和歌山県安久川訶(Ida,  1952), 石川県宮犬貝訶(Ida,

!952), 大阪府 上町 訶(Kotaka,  1959; 金子・ 梶山,

1962*, 金子, 1966), 兵庫県伊丹訶(Huzita and Maeda,

1971 ; 前田, 1992) お よび鹿児島県吉田貝訶(Kotaka,

1959)など, 西南囗本の中~ 上部更新統から知られてい

る化石種である.

産出頻度は,T 四八tella (K:『 卵わ治』kurosio モトジ

マキ リガ イダマ シが著しく 高く, 続いてRingicul α

(Ringiculina)  doliaris マ メウラシマガ イ, 戸顔yz治

(Neotapes) 凹 加/品7 イヨスダレガイの順であった.

卓越種に基づ き, ブく甲 アイランド地下 の海成 粘土層

Mal2 から産した貝類化石群集をT 四百tella (Kurosioia)

加回肩り群集と呼ぶこととする.

本群集に含まれる現生種は, いずれも内湾の泥~緇粒

砂底から知られているものであり(波部, 1956,  1977;

黒[日ほか, 1971 ; 奥谷・波部, 1983; 肥後・後藤, 1993],

外洋や砂・礫底に棲息する種の混在は認められない. ま

た, 既に述べたように,/1 八・ゆ購 加泌ゆ/加品7 ヨコヤ

マミミェガイ, 八白回心・i (Macom α)/映翔四治 ゴイサ

ギガイお よびPaphia  (Neo たφ6) 凹 加/品7 イヨスダレ

ガイには合弁の個体が含まれる.

産出頻度の最も高かっか化石種の7y アitella (Ku 八isioia)

kurosio モトジマキリガイダマシについて 乱 ボーリ

ングコア中に基筵支持の状態でランダムに配列すること,

および, 本種は, 大阪畔上町訶(金子・梶山, 1962) や三

重県先志摩訶(Itoigawa and Ogawa, 1973) において乱

六甲アイランド地下のMal2 と同様に, 泥相中に内湾性

種に伴って多産していることから, 棲息域外から運搬さ

れたとは考えにくい. これらのことから, 六甲アイラン

ド地 下のMal2 から得られた貝類化石群集は, 本来の棲

息場から大きく運搬されていない凖現地性のものである

と判断される.

7怕アitella (Kur り嵒面) 加回琵り群集に含まれる種の

うち, Theora か冢沂s シズクガイ,/?aphia  (Neotapes)

四 加/贔7 イヨスダレガイ, Fulvia  mutica トリガイ,

Ringicul・7(飛脚匳ulina) dol 加山 マ メウラシマガイ

お よびDentalium  (P『 心ientaliu面 りdの擺晶7治心 ヤ



Fig. 2 Analytical  results of the boring core at Rokko  Island, Kobe  City, with  the fossil horizon studied

herein. Magnetic  polarity (Murata and Inokuchi,  1985); columnar  section (Takemura,  1985); diatom

zone (Sato, 1985); pollen zone(Maeda,  1984); UC  age (Matsumoto, 1985). Mag.  Pol. : magnetic polarity.

AT  : Aira-Tn  volcanic ash  layer, cl ・ clay; si ・ silt; fs : fine-grained sand; ms  : medium-grained  sand;

cs : coarse-grained sand; gr ・' granule.



Table 1  Molluscan  fossils from the Upper Pleistocene (Mal2) bored at Rokko  Island, Kobe  City, Hyogo  Prefecture.

R  : 1 ; F  : 2-3  ; C: 4-9  ; VA  : >28.

カドツΛガイは暖流域の内湾性種とされる(波部, 1956).

これらの種の棲息深度は潮間帯から水深100m 程度まで

の幅があるが, Paphia  (Neotapes) 回 加/池z イヨスダ

レガイは, 低潮線~20m の水深から知られる. また,

Fulvia  mutica トリガイは5m~60m の, Ringi 四/α

(栢同 加ilina) dollar is マメウラシマガ イは,5~100

ないし150m の水深からそれぞ れ知られている( 波部,

1977 ; 黒田ほか, 1971 ; 奥谷・波部, 1983 ; 肥後・後藤,

1993). したがって, 貝類化石を含む層凖の堆積深度は

5~20m の範囲であると推定される.

以上のことから, ブく甲アイランド地下のMal2 相当層

は, 暖流の影響下にある内湾の5~20m の水深で堆積し

たと考えられる. この結果は, 佐藤(1985) の珪藻化石群

集解析の結果と調和的である.

結      論

1. 六甲アイランド地下の海成粘土層Mal2 から, 腹足

類2 種, 狃足類1 種, 二枚貝類8 種が産出しか. このう

ちTut アitella (Kur り肩り紬) 加回加 モトジマキリガイダ

マシのみが化石種である.

2. 産出頻度に基づき, 六甲アイラソ 円也下のMal2 か

らの貝類化石群集を,T 『 バか//α( 尺皿り琵り沁) 加り豆リ

モトジマキリガイダマシ群集と命名した. 本群集は, 共

産関係お よび産状から凖現地性のものであると考えられ

る.

3. 貝類化石群集に基づ き, 六甲アイランド地下 の

Mal2 は, 暖流の影響下にある内湾の5~20m の水深で

堆積したことが明らかとなった.
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Plate l. Molluscs from the Upper Pleistocene  (Mal2) bored at Rokko Island, Kobe City.

(An figures x2, unless otherwise stated.) 。

Figs, la-b, 2a-b。Ringicula (Ringiculina)ゐliaris Gould マメウラシマガイ.

la-b. MNHAH reg. no.  Dl-017907. x3. 2a-b. MNHAH reg. no.  Dl-017908. x3.

Figs. 3,14. Rα治・llopsis夕以りlella (Adams and Reeve) チョノハナガイ.

3. MNHAH reg. no.  Dl-017928. Left valve. 14. MNHAH reg. no.  Dl-017929. Left valve.

Figs. 4. Th のnz斤明筋s A. Adams シズクガイ.

MNHAH reg. no.  Dl-017926. Inner mold of right valve.

Figs. 5, 6a-b, 7a-b, 8a-b. Tuyアitella (K『 り仙衍』加り豆りlda モトジマキリガイダマシ.

5. MNHAH reg. no.  Dl-017888. x3. 6a-b. MNHAH reg. no.  Dl-017889. 7a-b. MNHAH reg. no.  Dl-017887. 8a-b.

MNHAH reg. no.  Dl-017885.

Figs. 9,16. Paphia (Nt対砂es) undul品a (Reeve) イヨスダレガイ.

9. MNHAH reg. no.  Dl-017930. Right valve. 15. MNHAH reg . n0.D 卜017931. Left valve.

Figs. 10a-b. Dentalium (P>αradentalium)叱tangulatum Donovan ヤカドツノガイ.

MNHAH reg. no.  Dl-017914. χ3.A fragment of apertural part. 10a. apertural view. 10b. lateral view.

Figs, lla-b. Arcヽ op sis interplたata (Grabau and King) ヨコヤマミミェガイ.

MNHAH reg. no.  D1-017915. x3. 11a. Right valve . lib. Left valve.

Figs. 12, 13a-b. ルたcりma (Macomα)沁妙りensis Makiyama ゴイサギガイ.

12. MNHAH reg. no.  Dl-017924. Right valve . 13a-b. MNHAH reg. no.  Dl-017925. 13a. Right valve . 123. Left

valve.

Figs. 15. F 以西% mutica (Reeve) トリガイ.

MNHAH reg. no.  Dl-017922. A fragment of ventral part.
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